
約7200万年前の地層から見つかった、全身約6ｍのワカヤマソウ
リュウの化石。これまでモササウルス類は30属80種類以上の化石
が発見されているが、尾部を除くほぼ全身が残っている標本は世界
的にも貴重。頭骨を見ると眼窩付近が左右に広がっており、両目を
使って物を立体的に見ることができたのではといわれている。

【ワカヤマソウリュウ】

　

白
亜
紀
後
期
、〝
海
の
王
者
〞に
君
臨

し
て
い
た
と
さ
れ
る
大
型
爬は

虫
類〝
モ

サ
サ
ウ
ル
ス
〞。２
０
０
６
年
に
有
田
川

町
鳥と
や
じ
ょ
う

屋
城
山
で
発
掘
さ
れ
た
そ
の
化
石

が
、モ
サ
サ
ウ
ル
ス
類
の
新
属
新
種
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、和
歌
山
県
立
自
然

博
物
館
で
は
昨
年
12
月
、学
名
を
メ
ガ
プ

テ
リ
ギ
ウ
ス・ワ
カ
ヤ
マ
エ
ン
シ
ス
、通
称

を〝
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
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和
歌
山
滄

竜
）〞と
し
て
発
表
し
た
。「
調
査
段
階
で

大
腿
骨
周
辺
が
繋
が
っ
て
発
見
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、全
身
骨
格
産
出
の
可
能
性
も

含
め
て
本
格
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
同
館
の
学
芸
課
長
で
、発
見

当
時
か
ら
発
掘
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
手

が
け
て
き
た
小
原
正
顕
さ
ん
。「
モ
サ
サ

ウ
ル
ス
類
と
し
て
は
ア
ジ
ア
初
の
全
身
骨

格
化
石
と
な
る
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
。

頭
骨
や
大
き
な
脚
ヒ
レ
、背
ビ
レ
が
存
在

し
た
可
能
性
を
示
す
椎
骨
の
棘き
ょ
く

突
起
の

傾
き
な
ど
、他
の
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
と
は
異

な
る
特
徴
が
多
数
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
」と
も
語
る
。そ
れ
ら
の
特
徴
は
、

従
来
の
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
類
の
泳
ぎ
方
や

形
状
な
ど
の
定
説
を
く
つ
が
え
す
ほ
ど
の

ユ
ニ
ー
ク
さ
だ
と
い
う
。有
名
な
映
画
に

も
登
場
し
、多
く
の
フ
ァ
ン
か
ら
注
目
さ

れ
る
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
。「
今
後
は
実
物
大

の
全
身
復
元
骨
格
模
型
の
巡
回
展
示
な

ど
を
し
て
、和
歌
山
の
宝
、日
本
の
宝
と

し
て
、ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
を
P
R
し

て
い
き
た
い
」と
小
原
さ
ん
は
話
す
。

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
の
発
掘
現
場
で

あ
る
有
田
川
町
を
発
信
す
る
た
め
、同
町

観
光
協
会
は
恐
竜
研
究
家
で
絵
本
作
家

の
ヒ
サ
ク
ニ
ヒ
コ
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
。町
内
事
業
者
に

も
呼
び
か
け
、様
々
な
関
連
商
品
が
発
売

さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、同
町
は
古
生
物
学

者
の
荻
野
慎
諧
さ
ん
を
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
採
用
し
、３
D
プ
リ
ン

タ
ー
を
用
い
て
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
の

原
寸
模
型
を
制
作
す
る
な
ど
、町
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
る
。世
界
で
も
稀
な
ワ

カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
が
、町
の
人
々
の
誇
り

に
な
れ
ば
と
、期
待
し
て
い
る
。

有田川町観光協会

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
で

地
域
の
魅
力
を
発
信
。

独
自
の
特
徴
が
続
々

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ

観
光
や
教
育
分
野
で

模
型
な
ど
を
広
く
活
用
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み
ん
な
が
健
康
的
で
幸
せ
な
状
態
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、

豊
か
な
自
然
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
和
歌
山
そ
の
も
の
。

そ
ん
な
和
歌
山
で
生
ま
れ
た〝
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
〞を
ご
紹
介
。

ⒸtakumiⒸtakumi

ワカヤマソウリュウの脚ヒレは頭骨よりも長く、
前脚ヒレはブレーキや左右方向転換の他に、
前進するための推進力を得る役割を担ってい
たと推定される。

➊化石の発掘には苦労したと話す小原
さん。道の整備から始まり、硬い岩盤を
重機で叩き、割れて発掘された骨格に
番号を振り…。クリーニング方法も試行
錯誤し、発見から約10年をかけて全身
の骨格が明らかになったという。➋脊柱
を支える椎骨の棘突起の一部が前方
へ曲がっていることから、この個体には
背ビレがあった可能性が高く、モササウ
ルスでは初めての特徴である。

ワカヤマソウリュウのロゴマーク。背中の模様には
WAKAYAMAの文字が隠されている。有田川町ではお土産
に使用するなど、町おこしに活用している。

➋

有田川町
住所／有田川町中井原136-2　
電話／0737-52-2111

和歌山県立自然博物館　　
住所／海南市船尾370-1　
電話／073-483-1777

➊

➋
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